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研究成果の概要（和文）：本研究により、1)『現代語訳 吾妻鏡』（既刊８冊、吉川弘文館）の

刊行を通して文献史学・考古学・民俗学などの最新の研究成果を踏まえた「歴史情報」を広く

一般の方々もアクセスできる形で提供するという所期の研究目的を十分に達成することができ

た。また 2)「鎌倉ヴァーチャルマップ」を Google マップ上に公開し、3)都市史研究の新たな

方法を提示する「中世都市研究会」を各年度に一回実施し、中世都市研究に新たな地平を開く

という目的を達成することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We produced the following results according to this research expenses. 
1) We published 'Adsuma-Kagami' translated into modern Japanese languages in 8 

volumes from Yoshikawa-Kobunkan. These are based the latest study results of the 
historical science, archeology, and folklore. A lot of people came to be able to study 
the history of Kamakura Period through reading these books. 

2) We opened "Kamakura virtual map" to the public on the Google map. This map is a 
reflection of the result of the research of the archeology in Kamakura. 

3) We held symposiums that researched the history of the city of the Middle Ages four 
times. In these symposiums, a new method of researching the city of the Middle 
Ages was proposed. 

 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

２００７年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

２００８年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

２００９年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

  年度  

総 計 15,600,000 4,680,000 20,280,000 
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科学研究費補助金研究成果報告書 
１．研究開始当初の背景 
 日本史研究の土台となる歴史史料は、文献
史料・考古史料・民俗史料など多様な形態を
有しており、またそこから導き出すことの出
来る情報は豊富なものである。しかし、その
利用は、これまで歴史学を専門とする研究者
にほぼ限定されてきた憾みがある。 
 そこで、これらの歴史史料が有する情報を
「歴史情報」としてとらえ、それを一般の
方々もアクセスできる形で公開する方法を
模索することで、歴史学の新たな可能性を拓
くことが出来るのではないかと考えた。 
そこで、研究代表者がそれまで分担者の一

人として加わっていた科学研究費・基盤研究
Ｂ「吾妻鏡と中世都市鎌倉の多角的研究」（研
究代表者、五味文彦）の成果を受けて、1)文
献史学・考古学・民族学研究の最新の成果を
踏まえて『現代語訳 吾妻鏡』を編纂・刊行
すること、さらにこれまで研究を進めてきた
中世都市鎌倉をケーススタディとして「鎌倉
ヴァーチャルマップ」を作成・公開すること
を通して、広く一般の方々もアクセスできる
形で「歴史情報」を提示する方法を模索する
こととした。 
またその試みは、中世史料学研究・中世都

市研究に新たな方法を提示することになる
と考えた。 

 
２．研究の目的 
 上記の研究状況を踏まえて、本研究の目的
を以下の二つに設定した。 
1) 文献史料・考古史料・民俗史料研究の最
新の成果を反映した「歴史情報」の提示の在
り方を研究する。 
 その具体的な研究成果として、『現代語訳 
吾妻鏡』を編纂・刊行し、また「鎌倉ヴァー
チャルマップ」を公開する。 
2) 上記の史料研究の成果を踏まえて、中世
都市研究の新たな方法を開拓・提示する。 
 その研究報告の場として、各年度に一回
「中世都市研究会」を開催し、文献史学・考
古学・建築史学などの各専門領域の最新の研
究成果を土台としつつ、その分野に限定され
ない広い視野から研究報告を行い、その成果
を刊行して新たな研究方法を提示する。 
 
３．研究の方法 
 以上の研究目的を達成するため、(a)文献
史料研究班・(b)民俗史料研究班・(c)考古史
料研究班の三つの研究班を編制し、それぞれ
の研究成果を(d)総括班が総括するという研
究体制を整備して研究を進めた。 

具体的には、1)の研究目的を達成するため、
2006 年度より『吾妻鏡』の現代語訳を進め、
2007 年 11 月に『現代語訳吾妻鏡１ 頼朝の
挙兵』を吉川弘文館より刊行し、以後本科研

の期間内に８冊を刊行することが出来た。こ
れは、『吾妻鏡』の原文に極めて忠実な現代
語訳を提供しているだけでなく、文献史学・
考古学・民俗学などの最新の研究成果を「注」
として反映させたもので、広く一般の方々が
「歴史情報」にアクセスすることができると
いう点で画期的なものである。 
次に「鎌倉ヴァーチャルマップ」の開発に

ついてである。初年度においては、平成 15
年度―平成 17 年度科学研究費補助金「吾妻
鏡と中世都市鎌倉の多角的研究」により作成
していた鎌倉市の 1/100地図のデジタル画像
をベースマップとして、そこに発掘報告書の
情報と地名にかかわる文献史料情報を反映
させるという方法で開発を進めていたが、
2006年ごろからWEB上の地図をめぐる環境が
劇的に変化したことを受けて、Google マップ
をベースマップとすることで広く一般の
方々もアクセスできる「歴史情報」を提示す
るという所期の目的をより達成できると考
え、ベースマップを Google マップに移行し
た。そして、2007 年度から 2008 年度に「歴
史情報」の集積と集約を進め、鎌倉市及び鎌
倉をフィールドとして研究を行ってきた研
究者の意見を反映させつつ完成させた。 
 さらに、これらの基礎研究を土台として中
世都市史研究・中世史研究の新たな方法を開
拓する機会として、各年度に一回ずつ「中世
都市研究会」を開催し、また別にシンポジウ
ムを開催するなどして新たな研究方法の提
示に努めた。その成果は、冊子媒体として刊
行した。 
 
 
４．研究成果 
上記の研究を通して、以下の成果を得た。 
 
まず本科研の期間中に『現代語訳 吾妻

鏡』を８冊刊行した。最新の「歴史情報」を
盛り込んだ現代語訳は幸いにも好評を以っ
て迎えられ、いずれも 5,000 から 8,000 部を
刊行することができた。本所の刊行により、
文献史料・考古史料・民俗史料研究の最新の
成果を反映した「歴史情報」の提示の在り方
を研究する、という本研究の第一の目的は十
分に達成することが出来たと考える。 
 
次に考古史料研究班・総括班を中心に作

成・公開を進めてきた「鎌倉ヴァーチャルマ
ップ」は、鎌倉市の遺跡のうち中核を占める
「若宮大路周辺遺跡」について完全版を
Google マップで公開することができた。これ
まで神奈川県・鎌倉市、さらには民間の団体
によってそれぞれ独自に行われてきた発掘
の成果を総体的に捉える本研究は画期的な
ものであった。そのため、本研究の成果を受



けて鎌倉市の当局でも新たな動きを模索し
始め、市内に所在する遺跡に統一的な番号を
付与すること、また新たに埋蔵文化財センタ
ーを設立して研究の成果を総合的に管理す
ることを模索している。 
 上記の研究成果に加えて、2006 年・2007
年・2008 年・2009 年の 9 月に「中世都市研
究会」を開催し、また 2006 年にはシンポジ
ウム「中世都市鎌倉と極楽寺」を行い、中世
都市史研究の新たな方法論を文献・考古・地
理学の研究者が活発に議論する場を提供し
た。これらの成果は、『年報 中世都市研究』
などの形で順次刊行している。 
 
 また本研究の成果を踏まえて、研究代表者
は『天皇はなぜ生き残ったか』（新潮社、2009
年）・『天皇の思想―闘う貴族北畠親房の思
惑』（山川出版社 2010 年）をそれぞれ刊行し
た。 
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